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未固結堆積物の

柱状試料を採取する

バイブロ1ハンマｰ試錐機

丸山修司

まえがき

試錐(ボｰリング)技術は地下に埋蔵する石油･天然

ガス･温泉･地下水讐を採取するための採取口として地

中にさく孔するだけのものではなくさく孔中にその

間を構成する岩石･岩層の柱状試料を採取することがで

きる技術で地質･鉱床の調査研究を実施するために非

常に重要な調査技術となっている.試料採取を目的と

する試錐ではその対象が地表付近の未固結堆積物の場

合と深部の堅硬租岩石･岩層の場合とで工法上に大きな

相違がある.とくに未固結堆積物の堆積状況を乱さず

に柱状試料を採取する方法はこれまでに種々の検討が

なされてきたがいまだに困難祖仕事とたっている.

近年科学技術の進展に伴って沿岸海域で各種の事業

や調査研究が実施されはじめそれと'共に海底を対象と

した試錐調査の必要性が高まり高度の装備と技術を必

要とする海上試錐技術を早急に確立することが望まれて

いる.地質調査所では技術部試錐課が試錐に関する各

種の問題について検討を進めており本誌に度々その概

要の紹介カミなされてきた.本紹介は北海道開発庁が昭

和41年8月に実施した噴火湾西方沿岸海域の海底砂鉄鉱

床調査に使用したrバイブロ･ハンマｰ試錐機』が海

底所期(未固結)堆積物の柱状試料の採取能率がきわめ

て高かったことからこの試錐機の起案者1浜困峻輔氏

の許可を得てとくにその概婁を紹介する次第であり

筆者カミ試錐技術担当でないために機器について十分な紹

介ができない点についてはお許し願いたい.

六機の機構特性と誕生経過

このバイブロ･ノ･ンマｰ試錐機は海底沈座法振動式

柱状試料採取機ともいうことができるもので試錐機自

体を海中に沈め振動機で試料採取管(サンプラｰチュ

ブ)に数方向の細かい振動を与え祖カミら振動機と採取管

の重さで採取管を海底表層未固結堆積物中に押し込み

その柱状試料を採取する方(形)式と狂っている.

この方式の大きな利点は海中に入れられた試錐機と船

との間が遠隔操作用キャブタイヤｰと試錐機昇降用ワ

イヤ回一プだけで連絡される手とで海上試錐法で欠き

た障害とされている潮汐･潮流･波浪等の影響の受けか

たが少なくまた操作上･機材上にも他の海上試錐法に

比べで簡易恋点が多い.この試錐機は八幡製鉄株式

会杜が海底砂鉄資源の調査･開発に関する検討を進めて

いる際に同社購買部資源調査室･浜田峻輔氏の起案によ

り試作し昭和38年に完成したものでその後北日本

砂鉄株式会社･千葉甲子郎氏が誘導櫓･コアチュｰブ･

コアキャッチャｰ等の細部改良を実施し現形となった

と聞く.

バイブ1コ･ハンマｰ試錐に必要な機器･その他

バイブロ･ノ･ンマｰ試錐機とこれを操作するために必

要粗機器のおも匁ものを挙げると

A試錐
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電動振動機(耐水圧15kg/cm2･重さ約850kg)

試料採取(外)管(サンプラｰパイプ)(内径約20.5cm･長さ

約429c皿･重さ約130とg)

試料採取(内)管(目ア･チュｰブ)(内径約18cm･長さ約

428c一皿･重さ糸勺工OOkg)

刃先(ビット)(コア･キャッチャｰ内蔵)

B.試錐機誘導楯(高サ630cm･張山脚畏120cm･重さ約150kg)

C.船上櫓(長さ約708cm･上端開隔67cm)

D.操作盤(防水式)

E.発電機(40kVA)

F.試錐機昇降用ウィンチ

G.誘導櫓吊下げ･脱着用ウィンチ

H.コア･チュｰブ弓1抜用ウィンチ

試錐作業を実施する際に船上で試錐機操作上に必要

となる人員は4～5名でありまた操作用広場として

は振動機と試料採取管の接合･分離作業に必要な長さ約

8mX幅約4mの場所とコア･チュｰブ引抜作業兼試料

採取場として長さ約12～3m×幅約2mの場所が必要

となる.

これらの状況からこのバイブロ･ノ･ンマｰ試錐作業

を実施できる船としては上記機材を設置し作業に十

分な広さが取れるとともに使用機材が重量物であり

また海底に押込んだ試料採取管を引抜くに十分な浮力

を持っていることが最低限の必要条件となる.狂お

今回の調査では約80トンのダグ･ボｰトが使用された.

作業工程

今回実施された試錐機操作状況を紹介する

(1〕試錐実施地点に船を誘導し作業中に船が移動しないよ

うにその場所･その折の海況(風向･潮汐･潮流等)

を考えて錨を投入Lて停船する

(2〕ウィンチ(G)で試錐機誘導櫓を船外に吊り下げる(次

の試錐地点が近距離の場合は吊り下げたまま移動)

13)内管を内蔵した試料採取管を振動機に結着する(試錐機

組み立て)

(4)試料採取管を固結した振動機をウインチ(F)で船外に希

リ下げ先に吊P下げてある誘導櫓に取り付ける(この

際にウィンチ(G)のロｰプをはずす)

(5)ウィンチ(亙)で誘導櫓を付けた試錐機を降し済底させる

(6)操作盤で振動機を働かせウィンチ(F)のロｰプの繰り

川し長さで試錐機の貫入状況をみる�
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憂萎

バイブロ試錐機バイブレｰタｰと試錐機誘導ヤグラ

試料採取管ダブル=1ア･チュｰブで内管は

タテに2分される

バイブロ試錐機バイブレｰタ本体(下方から見る)

(新三菱重工製水中バイブロハンマｰ)

船上櫓と船上に横たえられた試錐機誘導櫓

(脚昌1.2m櫓高二6.30m脚幅=3m)

試料擦敢管内管を内蔵した外管で嬢輸上

に乗せてある方(手前)を振動機に結合する

サンプラｰ刃先刃先に内議されたコァキャ

ッチャｰが半分閉った形で見える

試錐作難船(浜困氏撮彫)�
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(7)試料採取管の全長が貫入したかまたは貫入が途中で完

全に止ったことが明らかになってから振動機を働らか

せたままウィンチ(F)で巻き上げる

(8)試料採取管が堆積物中から抜けたらすぐ振動機を止め

試錐機と誘韻櫓を海上漢で塘慧J上げる

(9)誘導櫓にウｰずソチ(G)の慎一プを掛け12)の形とし試錐機

を誘導機からはずして船上に機だ克る

｡Φ試錐機を振動機と試料採取管とに分離する

ω試料採取管中の内管(饒ア里チ胤一ブ)をウインチ(}夏)で

引き出し片面をはずす

⑫コア1チュｰヅ中の試料について観察1記載1試料採狐

等ヴ)綾:洗浄して談た㌶ア県チ胤一ブを試料採取管中

に内蔵させる

㈹錨を上げて次の試錐地点に移動がまたは誘蝉憎も船

上に上げ帰港

以上の作業工程のうち(1)を実施中に(2)(3)を㈹～㈹

および(3)を実施申に㈹(喜)を平行して実施することもでき

る.(2)～ωφ聞に要する時間は熟練した人々の操作で

30分内外であも,

掘進概況と採取試料について

今回実施した46地点の掘遺状況を採取試料の長さで示

すと第1表となり実施地点数の約皇/奮の28地点で2狐以

上の柱状試料を採取し最長は3.い叱匁った｡

これらの柱状試料の長さは押し込んだ深さよ中1)常に短

かいこの理出としては試料が繰取管の申に入ってから

管の内面との抵抗のために圧縮凄れることおよび採

取管中に試料が入らなくなってからも採取衡は幾分かで

も堆積物Ll二1に貫入を続けると思われること媒がらあげれ

る.またこのコアの短かくなる比率は決して一定では

なくそれぞれの堆積物ダ)物理的1化労的性絡によって

違いがあるものと恩はれる.

今回柱状試料が1.2m以下ととくに短かかった4地

点はすべて厚さ30･m以上の礫層の試料を採取しそれ

以上の掘進が不可能となったものでありさらに1.7m

州二校

以内で,llったユ2地,煤はその1/W)4地､虹

が輝さ0.6～ユ.1m以上の礫層8地点が

級描･堅固祖細粒砂堆横物のためにそ

れ以上の掘進が不能と扱っていた.その

中でとくに興味を感じたものとして砂

鉄粉を12.5～21.5重量%を含む細粒砂層

(厚さ1.1㎜)を掘進中に掘進不能とな

った地点の存在であった､本試錐機で

採取されたコアはすべてが採取管内面に

接する幅1～2cmの範囲カミ変動を受け

ているほかは全く安定しており性質の

異なる堆積物相互間の堆積面(接触面)がスッキリとし

た一線として認められた.またコア中で大きな障害と

なる礫についもコア･チュｰブ内径の】/3の直径を持つ礫

は周縁部に存在するものを除きほとんど堆積物を乱さ

ずに鴛ア中に存在し時にはユ4～ユ5c㎜を長径とする

だ閉切礫が入ったこともあった.

尊いごに

以｣二概況を紹介したがこク)バィゾ1いハン㌣一献

鍬1機は未固結堆積物を堆積状況を乱さずに柱状試料を採

取できる,楓でこれまでに爽施された各種¢)試錐法より

非常にすぐれてお1)今後ダ)海底新潮(未固結)堆積物

に関する調査研究には大いに利用されるように在ること

と思われる.六機と同型式の試錐法としてはソ連邦科

学アカデミｰ海洋研究所海洋技術部によって開発された

WPGT(BnFT)山561バイブロピストン採泥器｣があ

りその概要とそれを用いた海浜堆積層の研究法につい

ては津本文男が地質調査所月報第13巻第6号に紹介し

てある.なおソ連ではその後も同機の改良を続け柱

状試料採取可能長さの増伸に勉めていると聞く.

今回紹介したバイブいハンマｰ試錐機とソ連のVP

GT-56･バイブ皿ヒストン採泥籍の機雑仕様概要の比

較を浜田氏記載の文献から引用すると鶏2表となりバ

イブロ･ノ･ンマｰ試錐機夕)試料繰取衡がソ連のものより

非常に太く少しく短かく枚っていることがわかるが

こ身tはとくに二火い本1三二1犬養式料･汐){栄一収を1=11約としたことカきら

この様になったと聞く由木機には六機の榊這があるが

現在11木では沿雄淑城グ)何効利用jが叫ば身1､ておりその

ための調査･柳究も急速に進腿しようとしてい初)で六

機を活用すると共に改良に勉めさらに一凄わり小型で

より長い柱状試料の擦取できる機器1方法の早急に開発

されることを希望し期待してこの紹介をおわる.

(筆者は鉱床部)�
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れる1時には左の形態となり

態となりコアの脱落を防ぐ)

引き抜く時に右の形

振動機にロァチュｰブを取付ける

試錐機を起こし船外へ

試錐機を沸巾へ降下させる(添四氏撮彫)

先に船外に吊下げられている誘導櫓に試錐機を結合する

採取した試料

畏さ3.1㎜

サンブルの検諦･処理�


